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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、うつ病をはじめとした精神疾患により休職している従業員が持つ、
職場でのストレスフルな出来事の記憶（以下、職場トラウマ記憶とする）が精神症状に及ぼす影響を明らかに
し、職場トラウマ記憶に対するイメージ書き直し技法の効果を検証することであった。この結果、多くの事例で
意に反して思い出される職場トラウマ記憶があり、また記憶に関連する否定的な信念があることが分かった。リ
ワークプログラム参加により、記憶に関連する精神症状は改善する傾向にあるが、症状が残存するケースもあっ
た。職場トラウマ記憶書き直しの手続きにより、記憶に関連する苦痛や、コントロールの難しさ、ネガティブな
信念の確信度が減少した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to examine the characteristics of the negative
 memory about the aversive events at work among employees on sick leaves due to  mental disorders, 
and the effectiveness of imagery rescripting for those memories. Our study leveled that most of 
those employees had intrusive negative memories about aversive events and negative beliefs linked to
 those memories. Participating Re-work programs improved symptoms related to those memories, but 
there were patients who remained symptomatic. Imagery rescripting arranged as a group format and 
focused on those aversive memories  decreased the distress of those memories, the sense of 
uncontrollability over those memories and confidence ratings on those negative belief linked to 
those memories.

研究分野：臨床心理学

キーワード： イメージ書き直し技法　うつ病　休職者　認知行動療法
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研究成果の学術的意義や社会的意義
精神疾患による休職者の増加や、復職後の再休職率の高さは大きな社会的問題であり、これらの事例に対する専
門プログラムであるリワークプログラムが開発され高い効果を上げる一方で、リワークプログラム中に症状が再
燃し中断したり、プログラム終了後に再発、再休職となる事例が報告され、このような難治事例のメカニズムの
解明とその治療が求められる。本研究では、うつ病等で休職している従業員の多くは生命の危機にかかわらずと
も、つらくストレスフルな出来事を経験し、その出来事の記憶が現在の精神症状に大きく影響している可能性を
示した。またこの精神症状を改善する方法としてイメージ書き直しが有効となることを示した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
（１） 精神疾患による休職と再休職率の高さの問題に対応するリワークプログラム 
うつ病等の精神疾患で休職に至るケースの増加や復職後の再休職率の高さが報告されており、
社会的な問題となっている。近年医療の現場では、特にうつ病などの精神疾患に罹患し休職して
いる従業員に対するリハビリテーションプログラム（以下、リワークプログラム）が実施され、
その高い効果が示されている（大木ら，2012）。リワークプログラムは基礎体力の向上、症状理
解や自己洞察、コミュニケーション能力の向上などを目指し、集団プログラム、個別プログラム
などが盛り込まれている。しかし、リワークプログラムをドロップアウトする事例もあり、プロ
グラムを終了して職場復帰を果たしても、復職後 1年間の間に再休職、失職、自殺に至った例に
ついても報告されており（五十嵐ら，2016）、さらに効果の高い新たな技法の開発と導入が望ま
れる。 
 
（２）うつ病の難治化とストレスフルなライフイベント 
うつ病の発症には、ストレスフルなライフイベントが関与することが広く報告されているが、近
年の難治性のうつ病患者と寛解患者を比較した研究では、うつ病の引き金になったライフイベ
ントに対する精神的苦痛が、難治性のうつ病患者は寛解中のうつ病患者に比べて有意に強かっ
たことが報告されている（Kimura et, al., 2015)。 
したがって、リワークプログラム参加者の中で、治療が奏功しない難治例の中には、休職に至る
経緯で生じた職場でのストレスフルな出来事に対する精神的苦痛が強いケースがあることが考
えられ、この点に焦点を当てあてた介入の必要性が考えられる。 
 
（３）記憶のイメージ書き直しの概要 
心的外傷後ストレス障害のトラウマに焦点をあてた認知行動療法の技法を参考にして、近年、社
交不安症やうつ病などの他の精神疾患に対しても、発症に関係するストレスフルでトラウマテ
ィックなライフイベントに関する記憶をイメージ上で書き直す認知行動療法の技法が開発され、
効果をあげている。言語的な介入のみでは効果が見られなかったケースに対しても、ライフイベ
ントの記憶に関係するイメージを使用することで、強い感情を伴うネガティブな認知の再構成
がなされると考えられている。うつ病に対するイメージの書き直しを行った探索的な研究では、
慢性的な経過をもつうつ病患者の症状が改善し、その効果が 1 年後のフォローアップでも保た
れていたことを報告している（Brewin et al., 2009）。 
以上を踏まえ、研究代表者らのリワークプログラムでは、疾患の発症や休職に寄与したと参加者
自身がとらえている職場で生じた出来事に焦点を当て、その出来事に対する認知再構成を実施
したうえで、アクションメソッドを用いる集団精神療法であるサイコドラマを利用して出来事
のイメージの書き直しをするプログラム（職場のつらい記憶に対するイメージ書き直し）を実施
した。概要を Table 1に示す。事前準備を除く所要時間は約 90分である。スタッフの構成はリ
ーダー1名、サブリーダ 3名である。参加者の人数は自らの職場のつらい記憶の書き直しを行う
1名を含む 15名程度であった。 
 
Table 1. 職場のつらい記憶に対するイメージ書き直しの概要 

ステージ 概要 所要時間 

ウォームアップ 身体を使用したシンプルなエクササイズを行う 約 5分 

ステージ１ ライフイベントが生じた当時の自分になりきって演じる 約 20 分 

ステージ２ 他の参加者が当時の自分役となりライフイベントを演じて

いるのを客観的にみる 

約 10 分 

休憩  約 5 分 

ステージ３ 小グループで別のとらえ方を検討する 約 20 分 

ステージ４ 新たなとらえ方をしてライフイベントを再演する 約 10 分 

シェアリング ステージ１～４で自分が体験したことをシェアし、その後

各自振り返りシートを記載する 

約 20 分 

 
２．研究の目的 
本研究では、現在の精神症状に影響を及ぼしている職場におけるライフイベントの記憶を「職場
トラウマ記憶」と定義したうえで、その性質を明らかにすることを目的とする。さらに、職場ト
ラウマ記憶に関連した精神症状が、リワークデイケアに参加することによりどの程度改善をす
るかを検証する。その上で、職場トラウマ記憶に焦点を当てた治療技法であるイメージ書き直し
技法を実施し、その効果を検証する。 
３．研究の方法 



（１） 侵入的に体験される職場トラウマ記憶の性質 
対象 関東圏にある精神科単科クリニックのリワークデイケアに通う患者 87 名のうち、研究の
参加に同意をした 78 名（90％。内訳は男性 62 名、平均年齢 39.5±10.69）。うつ病等の精神疾
患に罹患し、休職中である。 
調査内容 研究代表者らが作成した質問紙である「日常生活を困難にする記憶について特徴を
調べよう」を用いた。この質問紙は、以下の項目が含まれていた。１．心的外傷後ストレス障害
の症状の一つである、侵入的（思い出したくないのに頭に浮かんでくる）に体験される職場での
ストレスフルな出来事の記憶（以下侵入記憶）の有無とその個数、２．出来事が生じた時期、３．
侵入記憶の内容、４．苦痛の程度（0‐100）、５．出来事がまるで今起きているかのように感じ
る程度（Nowness；0‐100）、６．鮮やかさ（0‐100）、７．侵入記憶の内容は自分についてどの
ような意味があるか（記憶は自分がどのような人間であるということを表しているか）、８．生
活障害度（0‐100）、９．記憶はどのような感覚情報（モダリティ）を持っているか（視覚的な
情報、聴覚的な情報、動悸、冷や汗などの体の感覚）、１０．一週間での出現頻度、であった。 
 
（２）リワークプログラム参加による職場トラウマ記憶に関連した精神症状の改善の検討 
リワークプログラムの職場トラウマ記憶に関連した精神症状に対する効果を検証した。対象群
を置かないシングルアームデザインで行った。 
対象 （１）のリワークデイケアを完遂したもの 70名（内訳は男性 53名、平均年齢 39.2 歳；
±10.32）。 
 
方法 出来事インパクト尺度（IES-R, Weiss et al.,1997)を、研究代表者らが職場で生じた出
来事に焦点を当てるように改変し、「職場トラウマ版 IES－R」とした。この質問紙では、対象と
する出来事を「休職に至る経緯で生じた職場のストレスの中から現在の精神状態に最も強い影
響を与えていると考えられるもの」とした。この職場トラウマ版 IES-R を、リワークデイケア参
加開始時と終了時に実施して得点の比較を行った。 
 
（３） 職場トラウマ記憶に対するイメージ書き直しの効果検証 
対象 （１）で分析した対象の内、とくに職場トラウマ記憶の精神症状への影響への対処が課題
であるとデイケアスタッフと参加者本人で判断された 5名。 
内容と評価 職場トラウマ記憶に対するイメージ書き直しの前後で以下の評定において比較を
行った。 
① その出来事に対する苦痛の程度、コントロールの難しさ、鮮やかさ、生活障害度（0；まった
くない―100；非常にある） 
② その出来事から導き出された仕事についてのネガティブな信念に対する確信度（0－100％） 
 
４．研究成果 
（１） 侵入的に体験される職場トラウマ記憶の性質 
職場で起きたストレスフルな出来事の中で、思い出したくないのに、浮かんでくる記憶（侵入記
憶）について尋ねた質問紙（日常生活を困難にする記憶について特徴を調べよう」への回答を解
析した。 
① 侵入記憶を抱える参加者の割合と記憶の個数 
解析の結果、78 名中 72名（92％）の参加者に侵入記憶が見られ、そのような記憶の個数の平均
は 2.78±2.29 個であった。 
② 侵入記憶のもととなる出来事が生じた時期 
職場のストレスフルな出来事に関する侵入的な記憶があると答えた参加者に、その出来事が生
じた時期について尋ねた結果、63 名から回答があった。内訳は、1 年前未満 9 名（14％）、1 年
前以上 2 年前未満 30 名（48％）、2 年前以上 3 年前未満 12 名（19％）、3 年前以上 4 年前未満 5
名（8%）、4 年前以上 5 年前未満 1 名(2%)、5 年以上 6 年前未満が 3 名(5%)、6 年以上前が 3 名
(5%)で、最長が 10 年前であった。平均して 24.22±21.55 か月前の出来事についての記憶である
ことがわかった。 
③ 侵入記憶の内容 
職場のストレスフルな出来事に関する侵入的な記憶があると答えた 72 名の侵入記憶を、その内
容が類似しているものを集めてカテゴリー化した。その結果「仕事に対するネガティブな評価」
にカテゴリー化される記憶を報告した方は 17 名(24%)、「（人格等）仕事以外の問題に対するネガ
ティブな評価」は 14 名(19%)、「職業上の人間関係における（上司、同僚など）葛藤」が 9名(13%)、
「業務が複雑・困難であった」が 7名(10%)、「同僚の死」が 5名(7%)、「業務過多」が 4名(6%)、
「仕事上の失敗」が 2名(3%)、「その他」が 14名(19%)であった(Figure 1)。 
④ 侵入記憶の性質（苦痛、今その出来事が起こっているかのようである程度；NOWNESS、鮮や
かさ、生活困難度） 
侵入記憶の様々な性質について（まったくない 0－非常にある 100）で評定するよう求めた。そ
の結果、苦痛については 57.29±32.15、NOWNESS は 39.58±31.01、鮮やかさは 61.67±28.4、生
活困難度は 42.04±30.29 であった。 
⑤ 侵入記憶に結び付いている自分に対する信念 



侵入記憶は自分についてどのような意味を持っているか、自分はどのような人間であるという
ことを示しているか尋ねたところ、侵入記憶があると答えた 72名のうち 67 名（93％）が記憶は
自分についてのなんらかの信念と結びついていると答えた。この侵入記憶に結び付いている自
分についての信念を類似性に従って分類した。その結果、「無能・無力である」に分類された方
は 21 名（31％）、「自弱い・ダメージを受けている」は 10 名（15％）、「嫌われている・否定され
ている・他者をイライラさせる」が 10 名(15%)、「軽んじられている」が 3名(4%)、「仕事に向い
ていない」が 2 名（3％）、「価値・意味がない」が 2 名(3%)、「その他」が 19 名(28%)であった
(Figure 2)。 
⑥侵入記憶の感覚的な特徴（モダリティ） 
侵入記憶はどのような感覚的な情報（モダリティ；思考、感情、視覚的な情報、聴覚的な情報、
体の感覚）を持っているかについて、複数回答を可能として尋ねた。その結果、「視覚（記憶の
中に見えるものがある）」と答えた参加者が 31名（43％）、「聴覚（記憶の中に聞こえるものがあ
る）」が 16名（22％）、「身体感覚（記憶の中に、動悸、冷や汗、震え、頭痛などの身体感覚があ
る）」が 31（43％）名であった。 
⑥ 一週間での出現頻度 
侵入記憶が先週 1週間のうち、何度出現したかについて尋ねたところ、0回と答えた参加者が 20
名(28%)、1回～2回が 27名(38%)、3回～5回が 15名(21%)、6回～10回が 5名(7%)、それ以上
が 2名(3%)、その他「数えきれない」、「多く」、欠損値がそれぞれ 1名(1%)づつあった。 

Figure 1. 侵入的に体験される職場トラウマ記憶の内容 

 
Figure 2. 侵入的に体験される職場トラウマ記憶に 
結び付いている自分に対する信念の内容 
 
 
（２）リワークデイケア参加による職場トラウマ記憶に関連した精神症状の改善の検討 
リワーク参加開始時と終了時の職場トラウマ版 IES-R 得点に関して繰り返しのある t 検定を実
施した。この結果、リワーク参加前の平均値 29.1±15.02 であったが、リワーク参加終了時には
平均値 9.69±12．38 に有意に下がっていた（t=10.67, p<0.01; Figure 3）。また、リワーク参
加前の職場トラウマ版 IES－R 得点が、心的外傷後ストレス障害のスクリーニングの際に用いら
れるカットオフ値 24点を上回る参加者は 41 名（58.57％）であった。一方リワーク終了時には
７名（10％）と減少を見たが、終了時にもカットオフ値を上回っている参加者がいることがわか
った。 
 
（３）職場トラウマ記憶に対するイメージ書き直しの効果検証 
参加者は職場トラウマに対するイメージ書き直しの前後で、その出来事の記憶に対する苦痛の
程度、コントロールの難しさ、鮮やかさ、生活障害度を、0（まったくない）から 100（非常にあ
る）で評定した。また記憶に関連するネガティブな仕事についての信念の確信度（％）も併せて
評定した。これらの評定について、Wilcoxon の符号付順位検定を用いてイメージ書き直し前と、
イメージ書き直し後の評定を比較した。この結果リワーク参加開始時に比べ、苦痛の程度（Z = 
-2.03, p =.042）、記憶のコントロールの難しさ（Z = -2.03, p =.042）および信念の確信度（Z 
= -2.02, p =.043）が有意に改善していた (Figure 4)。一方鮮やかさについては有意な改善が
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Figure 3 リワーク参加開始時とリ
ワーク終了時の職場版 IES-R の比較 



見られなかった（Z＝.82,p=.41）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
  
 
Figure 4. 職場トラウマ記憶に対するイメージ書き直しの効果 
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